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調査目的及び概要

調査目的

コロナ禍における変化を捉えた観光施策・六次産業化施策立案のため、
町内事業者の実態把握及び、余市町へ訪れた観光客の傾向調査を実施。

道内外における余市町のポジショニング及び経済構造
1-1.観光動向の把握-人の行動データによる調査分析
1-2.観光産業の把握-産業データによる調査分析

1

余市町へ訪れた観光客のインサイト
2-1.動態変容調査
2-2.志向性調査

2

町内事業者の実態把握3



Copyright © CCC Marketing Co.,Ltd. All Rights Reserved.

１部 道内外における余市町のポジショニング及び経済構造

観光形態は主に日帰り 札幌都市圏からの利用が主 ４０‐５０代の利用が主

入込客数が夏季偏重型道外利用は小樽とセット 優秀な１次産業と流出する２次産業

札幌都市圏から４０～５０代の方が日帰りで旅行する地域
＊支持される理由を２部にてさらに深堀

確認できた伸びしろ

小樽と連携を強めることで道外顧客
の日帰り需要が取り込める。

冬季コンテンツを強化、アピールす
ることで閑散期を打破できる。

全国でも上位の１次産業。そして既にあ
る“余市”ブランド。左記を生かす２次産
業の育成、誘致による構造変更
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２部 余市町へ訪れた観光客のインサイト 動態変容調査

札幌都市圏の４０～５０代の方がおすすめされて
パートナーと一緒に車で日帰り旅行する地域

過去来訪者の再訪が増加

きっかけは “おすすめ” 主に自家用車で来訪夫婦・パートナーで来訪

訪問経験は
道の駅・ニッカ

満足度高“ニッカ”
不満足度高“道の駅”

コロナ禍による移動制限にマイクロツー
リズム活性化。身近な魅力の活性化

初回の印象はニッカと道の駅。
ニッカ＝余市と町のイメージまでに浸透

道の駅というイメージと現実の乖離が著
しい現状。
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２部 余市町へ訪れた観光客のインサイト 志向性調査

初回はニッカ、その後海産物などの特産品の素晴らしさに出会い何回も来町。
隠れた良コンテンツを発見するのが難しく、車での周遊に不便を感じている。

初回利用者 複数回利用者
来町回数で分類して傾向把握

満足

不満

・海産物・果物
酒などの特産品
（購入や食事）

満足

不満
・渋滞

・駐車場の少なさ

・ニッカウヰスキー
・ワイン

・二次交通
・観光案内
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3部 町内事業者の実態把握

経営への影響

実施している対策や取組

利活用した各種支援策

要望する取組

1

2

3

4

半数以上の事業社にマイナス影響が出ており、to C事業者に絞るとマイナス影響は拡大。特に飲食業・小売業におけるマイナ
ス影響は甚大。 to C事業者における要因は旅行者減少が多く事業規模が小さいことから資金繰りにも影響を及ぼしている、to
B事業社は商談機会の減少による販売ロスが目立ち、 to C事業社への関連性がある事業社（卸売り、水産加工など）について
は旅行者需要減少に伴うマイナス影響が出ている。

感染症に対する取組がどの事業社も取り組んでいる。また製品・サービス・価格・設備の見直しを中心に取り組んでいる傾向
にあることから、安易に取り組める範囲に対策が留まっており今後を見据えて対面の垣根を超えるデジタルの取組ができてい
ない（考える余裕がない）ように推察される。

６割以上の事業社が行政支援を受けているがほとんどは持続化給付金。影響甚大の小売・飲食についても【国】家賃支援給付
金【町】家賃等軽減助成金の申請が持続化給付金を申請した事業者の内でも５割以下。飲食については業種に特化した【道】
経営持続化臨時特別支援金でも５割以下になる。
また傾向としてto B事業者のほうが事業規模が大きいため専門家への相談もしやすい環境のため申請は上がりやすい傾向にあ
る。
上段で記述したデジタル化などの支援も対策として考えていないのかあまり利用されていない。

支援の拡充・支援内容の周知・申請の簡素化が要望の三大要素。状況が逼迫している小売業については支援内容よりも申請の
簡素化のご要望が大きい。

マイナス影響度合いは業種により差がある。また事業規模の違いがあるので各種支援の施策
理解の度合いも様々と推察される。全網羅的な案内ではなく個別業種別などのセグメント別
に重点案内内容を決めて周知し申請などのサポート機能を設けたほうがよい。
そして現状を維持を打開するためにデジタル化などの事例紹介などをして自分事に考えてい
ただき、事業者の未来を後押しできる仕組みが必要。
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今後のアクション方向性

7

余市アクション１

余市アクション 2

余市アクション 3

ニッカウヰスキーが巨大なコンテンツであるため、余市の特徴でもある海産物が霞む。また北海
道という巨大な海産物コンテンツのイメージも霞む要因。
北陸地区などのように日本海の海産物という側面を打ち出し、道内での確固たるポジションを築
くようなブランディング化の取り組みを検討したい。

こちらも同じくニッカウヰスキーが巨大なコンテンツであるため、ネット上でも余市＝ニッカの
イメージが定着。それ以外の余市コンテンツの案内が求められている。
日帰りの観光形態を考えると、起点は①車での観光案内②自宅での観光案内になり前者は道の駅、
後者はオンラインでの案内強化の取り組みを検討したい。

渋滞が発生する夏季期間の海水浴シーズンについて再調査を行い、海水浴が余市町にもたらす経
済価値を可視化したい。
また駐車場については道の駅の整備と市街地での整備と両面での対策を検討したい。


